
1．はじめに

　公共図書館はすべての人に開かれた場所であり、児童
サービスはすべての子どもたちがその必要とする情報にア
クセスすることを保障しなければならない。本稿では、こ
の理想を実現するためのユニバーサルデザイン絵本（以下
UD絵本とする）の可能性を考えていく。
　まず多様な絵本が登場している中で、公共図書館児童
サービスで求められている絵本の意義を明らかにする。次
に、UD絵本と重なる部分のある、バリアフリー絵本の変
遷や現状、課題などをまとめる。その上で、公共図書館
児童サービスで求められるUD絵本の要素とその役割を明
らかにするとともに実践例を参考に、公共図書館で考えて
いく必要がある点をまとめた。なお、今回は絵本を通して
のコミュニケーションを重視したため、マルチメディア
DAISY絵本などは対象としなかった。

2．絵本とは何か

2-1 絵本の可能性
　「絵本」とは何か。子ども向きに絵と文でストーリーを
語り製本されているもの、との認識が一般的であろう。し
かし個別に見ていくと、この定義ではカバーしきれないも
のがでてくる。今井良朗は「絵本の可能性」iでレオ・レオ
ニiiやイエラ・マリiii、ブルーノ・ムナリivや駒形克己vなど
の作品を紹介し、「固定観念としての本の概念、形式から
解放されることで、新しい思考と結びついた絵本がもっと
試されるべき」viと述べている。
　名前をあげた4人はいずれもグラフィック・デザイナー
で、前3人は1960年代後半から70年代に絵本の世界に
進出している。彼等の活動に刺激され、1980年代以降、

新しい絵本が次々と生み出されていった、その中には、明
らかに大人を対象としたものもある。
　こういった流れに対して、否定的な意見が、公共図書館
児童サービスの関係者から出されている。では児童サービ
スで求められている絵本とはどのようなものか。以下で見
ていくこととする。

2-2 公共図書館児童サービスにおける絵本
　『図書館用語辞典』には、「絵本は、乳幼児にとって、（1）
身近なものや経験を絵によって再認識させ、事物や経験の
概念化を助ける、（2）経験や体験の不足からことばによ
るイメージの世界を構築できない子どものために、そのイ
メージの世界を楽しむことを助ける、などの特色をもって
いる。特に3～5歳児が大人と絵を見ながらことばをやり
とりし、独り言で繰り返すことは、大脳の形成に役立つこ
とが明らかになっており、住民の学習権の保障を任務とし
ている公共図書館が絵本を用意することはきわめて重要で
ある。」viiとある。
　児童サービス関連の教科書を見ていくと、江守隆子は
「一般に絵本とは、物語を絵に語らせるもの、と言って
よいであろう。子供たちは、読んでもらう言葉・文を聞
き、絵を読み取ることで、絵本の読書体験が完成する。何
回も飽きずに読んでもらううちに、幼い読者の心に言葉は
刻み込まれる。…心に焼きついて離れない絵本の一場面は、
幼い子の読書の第一歩として欠かすことのできないもので
あろう。一冊の絵本は、はじめのページから終わりのペー
ジに至るまで、一つの流れを持っている。単純なものにせ
よ、複雑なものにせよ、単に絵を集めたものは画集であり、
事物を分類・区分けして説明しているものは図鑑であって、
絵本とは言えない」viiiと述べている。
　小河内芳子は「絵本では、絵が文章と同じほど、あるい

　「ユネスコ公共図書館宣言　1994」は、公共図書館は地域の情報センターとして、利用者が知識や情報にアクセスできるようにする
こと、そして公共図書館サービスはすべての人が等しくアクセスできるという基本の上で提供される、と述べている。
　これまで、日本の公共図書館では、障害のある子どもたちに対して、主にボランティアの手作りのバリアフリー絵本が提供されてきた。
しかしこれについてはいくつかの問題が指摘されている。今後は、すべての人が楽しむことが出来る、ユニバーサルデザイン絵本の提供
を考えていく必要がある。
　そのためには、図書館員はまず利用者と十分なコミュニケーションをとって、必要とされているものを把握し、その上で、出版関係者
や著者、教師などと協力して、ユニバーサルデザイン絵本の制作に取り組むことが求められる。
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は、それ以上に重要である。絵本の絵には、その特質とし
て、絵を見ていくと話の筋が読み取れる連続性と文章に書
き表されていない細部を絵で表現する物語性が要求される。
…このように絵本の絵を評価するには、①連続性　②物語
性　③芸術性　に着目する必要がある。次に文について考
える。絵本は、大体おとなが子どもに読んで聞かせるもの
であるから、絵本のことばは、声を出して読むのに適した
ものでなければならない。…絵本は楽しくなければならな
い」ixと述べる。
　中多泰子も「語彙が増え、豊かになっていく中で、絵本
の「読み聞かせ」によって、絵とことばを楽しむようにな
る。その楽しみを自力で得ようとする時に、ひとり読みが
始まる。絵本から挿絵のある読み物へと範囲が広がってく
る」xとみる。そして「絵本は読書の入口といわれ、子ども
が初めて手にする本である。物の認識が始まる乳幼児から、
就学前後の子どもを対象とした図書で、絵だけで、または
絵と文で構成され、子どもに楽しみと想像力をかきたてて
くれるものである。自ら手を使って頁をめくり、文字は読
めなくとも絵をとおして物語の展開を体得できる」xiとその
役割を述べる。
　高鷲志子は、「①絵本は絵と言葉の相関関係によってつ
くられ、ページをめくることによって情報や物語が伝えら
れてゆく機能をもった芸術である（ただし、言葉をもたず
絵だけで語られることもある）。②子どもの読者を想定し
てつくられている」xiiと定義した上で、「絵本は、声を出し
てその世界を伝える口承文芸の一形態を内包し」xiii、「「絵
本を読む」という行為は…「「読み手」と「聞き手」のあ
いだに生まれるダイナミックな関係性である」xivと表現し
ている。
　以上をまとめると、公共図書館児童サービスで求められ
る絵本には、次の条件が求められるといえる。①子どもを
対象としたものであり（児童サービスなので当然であるが）、
②年長者に読んでもらいながら絵を見ることでストーリー
を楽しむものである。このためその文はリズムのあるもの
が求められる。③絵に助けられながらイメージを描く体験
が読書の入口となるため、絵がストーリーをあらわすもの
であり同時に想像力をかき立てるものでなくてはならない。
　公共図書館で提供されている絵本の中に、バリアフリー
絵本と呼ばれるものがある。この点について、次に詳しく
見ていく。

3．バリアフリー絵本

3-1 バリアフリー絵本とは
　バリアフリー絵本とは、障害のある子どもが利用できる
よう、バリアをなくす工夫がされている絵本で、点訳絵本
やさわる絵本、布の絵本などがある。日本でこの表現が定
着してきたのは、2003年に「世界のバリアフリー絵本展」
が各地で展示された頃からであるxv。

3-2 世界のバリアフリー絵本
3-2-1 世界のバリアフリー絵本展
　「世界のバリアフリー絵本展」とは、国際児童図書評議
会（IBBY）障害児図書資料センターが、選定したバリア
フリー絵本の作品を展示したものである。「障害のある子

どものために作られている本」と「障害のある子どもたち
について書かれている本」そして「障害のある子どもたち
によって作られた本」からなる。「障害のある子どもたち
のために作られている本」はさらに、「身振りで語る（手
話つき）」、「絵文字（ブリス）がついている」、「指で読む（さ
わる絵本、布の絵本など）」、「市販絵本に点字をつけた本」
「音声をつけた本」「やさしく読める本」、「一般市販図書」
などにわけられる。「一般市販図書」は、一般に市販され
ている児童書で、「絵の一部を触れたり、音声がついてい
たり、絵だけの本であって、障害児も楽しめる構造のもの」
xviである。
　同センターは1985年に設立され、世界各国のバリア
フリー絵本の収集や調査・研究にあたってきた。IBBYの
設立50周年を記念して、2003年に収集した資料の中か
ら43点を選び「世界のバリアフリー絵本展」を企画した。
分野別で特定の国に偏りがあるかどうかを見ると、「身振
りで語る」8点中、アメリカとデンマークが3点、「やさし
く読める本」7点中、スウェーデンの5点が目立っている。
しかしそれ以外の分野では、例えば「指で読む」絵本9点は、
デンマーク、フランス、ノルウェー、イラン、インド、日
本と様々な国の作品が選ばれており、バリアフリー絵本の
取組が世界中で行われていることがうかがえる。

3-2-2 さわる絵本
　さわる絵本は、プラスチック・フィルムやその他の材料
を使って絵の輪郭を浮き上がらせ、手で形がわかるように
工夫された絵本で、墨字や点字のテキストが付けられてい
る。ただし、市販されている絵本の絵の輪郭を浮き上がら
せることで、目の見えない子どもが楽しめるとは限らない。
クリスチアンセンはさわることと目で見ることの違いにつ
いて以下のように述べているxvii。

さわることによる絵の理解は目で絵を見ることと
同じではない。目の見える人間は細かい部分を見
るのと同時に絵の全体を見て、ここの絵が示して
いることが何かを理解しながら全体を把握するこ
とが出来る。輪郭をうきあがらせた絵にさわる場
合は、異なる経過をたどる。まず細かい部分を感
じ、続いて絵全体にうつる。断片の一つ一つ、そ
してあるまとまりごとに、それが一つにあわさっ
て、ついに絵全体を理解することができる。しか
しながら、輪郭を浮き上がらせた絵を十分に理解
するためには、もしあなたが熟練した絵の読者で
なければ、その絵が何を示しているかを知らなけ
ればならない。しかし、その絵が示しているもの
を知らなければ、さわっただけで絵を理解するこ
とは難しい。

　この問題に対して、2つの解決方法が考えられる。一つ
は、福来四郎が主張する「画家は晴眼者である自分のシン
ボルを盲児に押しつけるのではなく、盲児固有のシンボル
について学び、それを使」xviiiう方法である。イエンセンの
『これ、なあに?』xixやヌートの『ちびまるのぼうけん』xxは、
福来の影響のもとに生み出されたxxi。どちらの絵本も具体
的なもの（人や建物など）の形を輪郭で示したのではなく、
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記号（○や◇）あるいはざらざらした感触やすべすべした
感触を表現した絵本である。
　もう一つは提供方法である。クリスチアンセンは続けて
以下のように述べているxxii。

何が描かれているかを伝え、その絵の中にあるす
べてのものについて語ることは重要である。もし
その浮き上がらせた絵にいくつかのものや人物が
ある場合、子どもはそれが絵の中のどこにどのよ
うに配置されているかについても語られなければ
ならない。ストーリーに、子どもにとってはじめ
ての言葉が含まれているとしたら、輪郭が浮き出
ている絵とそれに添えられた文章に子どもの知ら
ないことが含まれている。ストーリーと絵につい
て話すことで、子どもは読書プロセスを体験し、
絵をどのように「読む」かを学び始める。声に出
して読むことは新しい世界を共に発見する機会を
提供する。視覚に障害のある子どもたちにとって、
輪郭がうきでている絵本を読むことは絵を体験す
る最初の機会であり、後に教科書で出会う絵への
導入として重要な機会である。早い時期に浮き出
ている絵本によって絵に親しんでおくことは重要
である。彼等が学校や正規の学習の機会に始めて
絵とふれる場合、子ども達にとってむずかしいこ
とが多い。しかし、こういった技術を発展させる
体験を早くからおこなっていれば楽しむことがで
きることを記憶しておくとよい、学校で学ぶこと
ではなく、遊びながら学ぶことである。

　理解することが難しいから理解しないままで良い、とい
うことではない。絵本で理解できるようになることが、次
の学習につながる。理解を助けるために、楽しみながら学
べる「おもちゃ的」な本も出版されている。ウルグアイで
は「国際児童年の1979年には、組み立てられる「家の
本」シリーズが出版され、また「動物シリーズ」では、動
物の皮膚と同じ感触を備えたカバー付きの本も出版されて
いる」xxiiiという。
　さわる絵本の出版が、特別な印刷方法が用いられること
に加えて、出版部数が少ないことから、商業的に難しいこ
とは各国に共通する問題である。イエンセン『これはな
に?』の出版は点字は使わないことをこの問題への対応と
した。「一見障害者用の本という印象を与えるために売れ
行きが悪くなるという欠点」xxivを克服したのである。「目
の見える子どもにとっては、見ることによって得られる情
報と、手の感触から得られる情報が結びついて、新鮮な感
動を」xxv与えることになる。「世界のバリアフリー絵本展」
には、絵本表現の一つとしてさわる感触を取り入れた一般
児童図書も含まれている。

3-2-3 やさしく読める本
　やさしく読める本（LLブック）とは、「生活経験や生活
年齢に合った内容が、知的障害、自閉症、学習障害などの
ある人や移住してきた人にも理解できるように書かれた本
です。例えば難しい語彙、長い文章、受け身の表現や仮定
法の「もし」の表現などは使わない、写真をたくさん使う

ことなどに配慮して作られ」xxviた本である。ブリスやビク
トグラムといった視覚シンボルがつけられているものもあ
る。
　スウェーデンでは1968年以降やさしく読める本の出
版が試みられてきた。単に文章をやさしくするのではな
く、すぐれた文学性、芸術的クオリティを保つものであっ
た。1980年代に入り、政府の補助を受けてやさしく読め
る新聞を制作する試みが行われた結果、8SIDOR新聞の
発行が始まった。1987年には「やさしく読める図書セン
ター」が設立されているxxvii。やさしく読める本の出版は
北欧圏全体で積極的に取り組まれており、ノルウェーには
「「すべての人の本」という団体があり、作家やイラスト
レーター、図書館員、書店員らが力を合わせて、読書に障
害のある人も楽しめる本を制作している」xxviii。また、デ
ンマークのMa vi vaere her?は「知的な障害のある子ど
もたちのために特別に作られたものですが、一般の絵本と
しても大変芸術性、文学性に優れていて、すべての子ども
たちのためにとって貴重な本」xxixである。一方、フィンラ
ンドのMuumipeikko ja Tnikurin hattu（『ムーミンの
楽しい一日』）は、トーベ・ヤンソンのイラストもテキス
トも原作と同じものが使われているが、ページをめくると、
要約された部分が青い活字で提示されているページやイラ
ストや簡略化された文が載っている青いフレームで囲まれ
たページがある。普通の読み物とやさしく読める本を一つ
にし、同じ本を楽しむことができるよう工夫されているxxx。
どちらの絵本も「世界のバリアフリー絵本展」に選ばれて
いる。
　オランダでは、1977年にオランダ公共図書館協会が知
的障害者のための本を関係者と制作しはじめ、その後「や
さしく読める基準」が設定された。この基準に合致した作
品に「EASY READING」のラベルを貼ることで必要と
する利用者が探し出すのを容易にしているxxxi。

3-3 日本のバリアフリー絵本
3-3 手作り絵本
3-3-1 概要
　現在でも、日本において市販のバリアフリー絵本の数は
少ない。障害のある子どもたちの読書を支えてきたのは、
各地で活動するボランティアによる手作り絵本であった。
絵本の種類別に、その活動の歴史をたどっていく。

さわる絵本
　さわる絵本は、「1960年代後半ぐらいから各地の盲学
校の教員らによって、いろいろな感覚の違うものをさわる
ことで絵のイメージを楽しんだり、一緒に見える大人に読
んでもらいながら」xxxii研究されてきた。
　現在も活動を続けているボランティア団体としては、
1974年に東京都品川区で結成されたむつき会がある。
制作に取り組むにあたって、品川区立図書館司書と学習会
も行った。児童室での子どもの利用状況を観察することや
評価の定まっている古典的な絵本を読むこと、著作権に
ついてなどであるxxxiii。この成果の上に制作された作品は、
品川区立図書館を通して、区内だけでなく他の地域の利用
者にも提供されている。また作品の1つ匂う絵本『くだも
の』は、2005年の「世界のバリアフリー絵本展」に選ば

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.12　2011　 61

公共図書館児童サービスとユニバーサルデザイン絵本



れている。
　1976年には小西真知子が中心となってさわる絵本を
つくる会つみきが結成され、大阪市立図書館で貸出され
るようになった。大阪市立図書館司書でもあった小西は、
「市販の絵本の中から子どもの評価の高い絵本をさわる絵
本化する」xxxivことを基本としている。「創作の場合、作っ
た人の子どもや周りの人にとっては、価値のあるもので
あるが、普遍的に優れた作品は少ない」xxxvのがその理由で
ある。なおさわる絵本と似たものに点訳絵本がある。「透
明な塩ビシートに文章を点訳し、絵の部分も同じシートで
形を切り抜き、絵本に直にはり付けて、見える人と見えな
い人が一緒に楽しめるように工夫したもの」xxxviで、岩田美
津子が設立した「ふれあい文庫」がその活動の中心である。
岩田が点訳絵本に取り組むようになったのは、小西の影響
である。
　その他にも奈良市立図書館を中心とするグループなど、
全国の公共図書館ボランティアとして活動しているさわる
絵本制作グループは多い。

布の絵本
　布の絵本は「肢体不自由や情緒障害などの主として見え
る子どもたち用に、ファスナーや、くつひものような本物
の素材を動かして遊ぶことができる等の工夫をしてつくら
れて」xxxviiいるものである。1973年に小樽市立病院内に
開設された「ふきのとう文庫」は、布の絵本の制作・提供
に取り組み始めた。その後、独立した「ふきのとう子ども
文庫」が設立され、布の絵本の制作と郵送貸出の他、完成
品を公共図書館に販売したり、教材や製作キットを販売す
るなど普及活動にも取り組んでいる。ここが制作した布絵
本は、2003年と2009年の「世界のバリアフリー絵本展」
に選ばれている。
　1981年、障害のある子どもを対象として東京都練馬区
に開設されたすずらん第二文庫が、布の絵本の制作や普及
に取り組み始めた。1984年から練馬区立図書館を通して
一般に貸出、またほぼ毎年、布の絵本制作講習会が図書館
で開催されている。1990年、東京を中心に活動している
布の絵本グループ24団体で「東京布の絵本連絡会」が発
足している。
　さわる絵本と同様、全国の公共図書館にボランティアと
して協力している布の絵本制作グループは多い。

拡大写本
　1977年に、フェルト会と東京都墨田区立あずま図書
館が協力して、弱視の子ども向けの拡大写本の作成と提供
をスタートさせ、1980年以降、毎年拡大写本ボランティ
アが集まる「拡大写本のつどい」が開かれるようになっ
たxxxviii。拡大教科書の制作にあたっているボランティア団
体もある。

3-3-2 課題
　撹上は、手作り絵本ボランティアの課題として、①ボラ
ンティア会の横のつながりやネットワークを作ることが難
しく、技術や知識の交換や普及への連携がしにくいこと、
②作品の客観的評価を受ける機会が少なく、作品の質が一
定ではないこと、③著作権に対して憂慮すべき姿勢を持つ

会があること、を上げているxxxix。これと関連するが、公
共図書館サービスの点から考えた課題として、④提供まで
の時間のバリアがあること、⑤ボランティア頼みとなって
いる公共図書館があること、⑥サービスが図書館により差
があること、⑦資料の質と量の問題がある。
　①のボランティア会の連携と②の作品の客観的評価は関
連しており、お互いの工夫を共有することで質の向上につ
ながると考えられる。ただしそのためには③の著作権への
配慮が前提となる。撹上が指摘する著作権の問題は、原作
のある作品をもとにさわる絵本などを制作する際の許諾の
ことだけではない。あるグループが考案した作品の著作権
はそのグループに所属し、他の団体が無断で同じものを作
成した場合著作権侵害にあたることを認識していないと思
われるケースが見られる。善意、無償で行っている行為で
あることは言い訳にはならない。
　④の時間のバリアとは、原作のある絵本をもとにさわる
絵本などを制作し提供するまでに時間がかかることである。
松井進はこの時間のバリアフリーをとり除くために「バリ
アフリー同時出版」を試みた。墨字本を出版する時に、点
字本と録音図書などを同時に出版するもので、この方法で
出版された『盲導犬アンドリューの一日』xlは「世界のバリ
アフリー絵本展」に選ばれている。
　課題⑤、⑥、⑦も関連しており、サービスの基盤となる
資料の質や量はボランティアの活動によって左右されてい
る現状がある。日本図書館協会の調査によれば、1998年
に全国の公共図書館で布の絵本、さわる絵本を所蔵してい
る館は218館、資料点数は4,741点xliであった。2005
年には、414館、8,893点（7,312タイトル）xliiと全体
としては増加傾向にある。ただ2003年度に行われた調
査xliiiでは、布の絵本を所蔵していると回答した館の中で
10点未満が60%近くであった。また同じ調査で、「今、
市区町村立図書館の児童サービスで重要と思うもの」を3
点選ばせる設問で、障害がある子どもへのサービスを選ん
だ館は43館、1.7%であった。
　「むつき会」が活動を始めるにあたって、品川区立図書
館司書との勉強会が開かれている。現在も、ボランティア
会に専門的知識を提供するなど、積極的に協力している公
共図書館員もいる。著作権など専門的な知識は共有できる
よう図書館側が働きかける必要がある。作品の質について
も同様である。利用者と接している図書館員は個々の作品
への反応をしることができる。他の図書館で提供されてい
る作品とその作品の利用者の声を聞くことも可能であろう。
一緒に制作していく意識が図書館員に必要となってくる。

3-3-2 市販のバリアフリー絵本
さわる絵本
　1979年にイエンセンの『これ、なあに?』の翻訳が出
版されたのが、最初と考えられる。日本のオリジナル作品
としては、1981年に子どものための学習点字絵本『テ
ルミ』が創刊、『手で見るテルミずかんシリーズ』xlivも出版
された。点訳絵本の岩田美津子による点字付き絵本『チョ
キチョキ　チョッキン』xlvや『ひとつぶのえんどうまめ』xlvi

など1990年代後半からさわる絵本が市販されるように
なった。特に1999年の点字シート付き手話落語絵本xlviiや、
マンガやテレビアニメの人気者も登場する赤塚不二夫のさ
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わる絵本xlviiiや「ドラえもん」と「きかんしゃトーマス」
の絵本xlixは特筆すべきであろう。バリアフリー絵本を専門
に出版するNPO法人ユニバーサルデザイン絵本センター
が設立されたこと、印刷・製本技術の進歩で、今後、市販
のさわる絵本が増えていくことが考えられる。ただ出版さ
れたもののすでに絶版で入手できない絵本もあり、一般の
書店に置かれているものは少ないなど、必要としていると
ころに十分に届いているとはいえない。

やさしく読める本
　日本では1990年代に入り、やさしく読める本が紹介
されるようになってきた。1992年に発行された『くら
しのほほ絵みノート』lは「マンガやイラストで、家庭や仕
事場で快適に暮らすための工夫を紹介」したものである。
1996年からは「知的障害のある人に、ひいてはあらゆ
る人にわかりやすい情報を」liを目的とした新聞『ステージ
ア』liiの発行が始まった。2000年に入って『山頂に向かっ
て』liiiなどスウェーデンのLLブックの翻訳や近畿視覚障害
者情報サービス研究協議会・LLブック特別研究グループ
がLLブックのリスト作成livと巡回展示会を開催するなど、
普及活動が広まっている。

4．公共図書館児童サービスにおけるUD絵本

4-1 公共図書館児童サービスで求められるUD絵本とは
4-1-1 バリアフリー絵本との違い
　本稿でのUD絵本とは、「身体的、知的特性や年齢、文
化などを超えて一緒に楽しむことのできる絵本」を指す。
ただし、一冊の絵本ですべての子どもが楽しむことができ
なくてもかまわない。ある種の身体的特性を超えて、一緒
に楽しむことのできる絵本であればUD絵本である。では、
バリアフリー絵本とはどう違うのであろうか。
　バリアフリー絵本はバリアをなくすことを目的としてい
る。例えば、市販の絵本をさわる絵本化したものは、すで
に存在する絵本を楽しむことができないというバリアをな
くすことを目的として作成されている。この場合、制作さ
れたさわる絵本は目の見えない子どもだけのためのもので
ある。
　それに対して、例えば、イエンセンの『これ、なあに?』
はザラザラ、ツルツルといった手触りを楽しむ絵本である。
目の見える子どもも、さわることで見ただけでは分からな
い楽しみを得ることができる。その本があることにより、
様々な事情を超えて、それぞれが楽しみをえることができ
る絵本をUD絵本と考える。
　バリアフリー絵本とUD絵本は重なりをもちつつ互いを
補い合う存在である。目的や表現者の意図により、完全な
ユニバーサルデザインを図ることが難しい以上、バリアフ
リー絵本もまた必要である。

4-1-2 UD絵本の例
　手書きで字を大きく書いた拡大写本が、「大きな文字を
希望する弱視の利用者だけではなく、脳性マヒで頭部に不
随意運動を持っている小学生に利用されたばかりではなく、
漢字に振り仮名が付いていて読みやすい資料だということ
で、ろう学校の子どもたちにも喜ばれた」lv。利用に供す

る中で、UD絵本であることがわかってきた例である。
　「世界のバリアフリー絵本展」の「やさしく読める本」
として一般に市販されている図書から選ばれた『ともだち
の輪』lviもその1つである。「言葉はひとことも書かれてい
ませんが、モノトーンで描かれている絵の一部がカラーに
なっており、その部分に注目してページをめくっていくと、
大体のストーリーが」lviiつかめるようになっている。やさ
しく読める本、文字がなくても楽しめる本は、外国から移
住してきた人々にも役立つ。
　「世界のバリアフリー絵本展」などで取り上げられては
いないが、『もこもこもこ』lviiiもUD絵本といってよいので
はないか。コンテンポラリーアートの第一人者元永定正の
絵は、半楕円形や○などで、何か特定のものをイメージし
てはいない。文章も「しーん　もこ　もこもこ　にょき　
もこもこもこ　にょきにょき　ぱく　もぐもぐ　つん　ぽ
ろり　ぷうっ　ぎらぎら　ぱちん　ふんわ　ふんわふんわ
ふんわふんわふんわ　しーん　もこ」だけである。この抽
象画と擬音語・擬態語を組みあわせた絵本が最初に出版さ
れた時は、「訳がわからない」という意見があり、受け入
れなかった公共図書館もあったというlix。しかし10ヶ月
から1歳半頃の乳幼児のこの絵本は人気があり、現在では
乳幼児向け絵本の定番となっている。何か特定のものを示
しているわけではないので、知識がなくても楽しむことが
できる。文章の意味がわからなくても、読んでもらえば、
そのリズムを楽しむことはできるであろう。「訳がわから
ない」という反応は、絵と文で伝えようとしていることは
何か、にとらわれた結果である。既成概念にとらわれず楽
しむことのできる絵本、自分の周囲に無意識につくり上げ
ているバリアをこわす要素を持つ絵本といってよい。『も
こもこもこ』の成功後、抽象画や擬音語・擬態語の絵本の
出版が続いた。

4-1-2 公共図書館で求められるUD絵本
　公共図書館児童サービスでは、絵本は読書の入口と見な
されている。このために必要な要素として、絵で文章に書
き表されていない細部が表現されていること、絵と絵の連
続性で何かストーリーが語られていること、読み手を楽し
ませ、想像力をかき立てるものであること、読んで聞かせ
てもらえる（年長者と一緒に楽しむ）ことであった。UD
絵本にも同じ要素が求められる。一つ一つの場面に工夫が
見られるが連続性がない絵本や工夫や技術の点ではすぐれ
ているが読者を楽しませる内容を伴わない絵本などは、求
められているものからはずれている。
　一方で、印刷・製本といった形態は関係ない。場面に連
続性があり、楽しませ想像力をかきたてるものであれば、
紙芝居やエプロンシアターなど実演されるものであっても
含まれると考えてよいであろう。本を読むという形が読書
につながるのではなく、ストーリーと場面を追う体験が読
書につながると考えられる。ただし、動画は含まない。今
回は取り上げていないがデジタル絵本とよばれる作品があ
る。デジタル絵本と動画の違いは、画面が独立しているか
どうかによる。独立した画面が続くのであれば、それぞれ
の画面で絵を楽しみ、想像力がかき立てられる。動画は楽
しみ方が異なるため、読書の入口とはいえない。
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4-2 なぜ公共図書館児童サービスでUD絵本か
4-2-1 UD絵本を考える理由
　なぜ、UD絵本を考えていく必要があるか。児童サービ
スの役割を果たすため、すべての人に開かれた公共スペー
スとしての図書館の役割を果たすため、が答えとなる。
　第一の、児童サービスの役割は、すべての子どもが等し
くその子どもが必要としている情報にアクセスできるよう
にすること、である。必要には、本人が意識していない潜
在的な要求、出会うことでそれが自分の必要としていたこ
とであることに気付くことも含む。本を読みたい、ではな
く「何かおもしろいことないかな」と思っていた子どもに、
その子が興味をもちそうな本を紹介すること、などである。
情報にアクセスできるようにするということは、その子ど
もが読む（理解）できる形で情報を提供することである。
そこには、必要とする情報にであうために、多くの情報に
ふれ、選ぶ機会を提供することも含まれる。
　特別なニーズを持つ子どもを対象とした市販絵本が少な
い理由として、利用者数が限られているため、商業ベース
にのせにくいことが考えられる。しかしUD絵本であれば、
読者を特定しないため、出版されやすい。

「見る」「目に見える」ことは、理解すること、
認識することの出発点、入口になるということで
は、視覚機能が大きな意味をもつことは間違いあ
りませんが、人は、身体的行為による全感覚をと
おして対象を知覚し認識することを、改めて知る
ことが必要です。
　絵本は対話性の高いメディアです。固定的な形
式や観念から解き放されたとき、絵本の表現の可
能性はまだまだ広がっていくはずですlx。

UD絵本は、すべての利用者にこれまでよりも広がりのあ
る世界を提供する。
　第二の、すべての人に開かれた公共スペースとしての図
書館の役割とは、人と人が交流する場所としての公共図書
館の役割である。

「生活空間の狭さ、生活時間の単調さ、人間関係
の狭さ、これら発達環境の総体的貧困は子どもの
発達を根本のところで阻害する」といわれるよう
に、子どもの読書の問題、特に障害のある子ども
のことを考えた場合、時間、空間、仲間の保障と
いうことが、図書館サービスの中でも考えていか
なければならないだろう。そしてその中核に資料
があるのであるlxi。

自由な発想を許す資料を中核に据えることで、図書館員と
利用者、あるいは利用者同士が立場を超えて交流できるこ
と、これが公共スペースとして図書館が果たすべき役割で
ある。
　これまでにも公共図書館でバリアフリー絵本が提供され
てきた。ただボランティアの手作り絵本に依存する割合が
高い今の方法では、すべての子どもに等しく同じ冊数の絵
本の中から好きな絵本を選ぶことができる環境をつくるこ
とは困難である。また、バリアフリー絵本は特定のスペー

スにおかれ、対象となる利用者は一箇所にかたまりやすく、
その他の利用者との交流はうまれにくい。
　UD絵本を中心に据え、サービスを工夫することが、上
記の2つの役割を果たすことに役立つのではないか。これ
までにバリアフリー図書の提供に取り組んできた図書館の
うち、2館の例を以下で紹介する。

4-2-2 図書館の実践例
大阪府立図書館
　1986年に活動を開始した「わんぱく文庫」は、点字絵
本lxii、点訳図書、録音図書の作成と提供、視覚障害児のた
めのお話し会などを行ってきた。1996年に大阪府立中央
図書館が開館するにあたって、サービス拠点を図書館内に
移した。
　児童コーナーの一角に点字絵本や点訳図書が置かれてい
るため、両方のコーナーの行き来が自由である。また「わ
んぱく文庫」の関係者や視覚障害児による読み聞かせも行
われることで、交流の機会もうまれる。点字絵本を作成す
る際の選定には、児童コーナーの担当者もかかわり、その
経験を参考にすることができるlxiii。

墨田区立図書館
　墨田区立図書館は、拡大写本や布の絵本の提供の他、ス
テップ学級（適応指導学級）への団体貸出とブックトーク、
心身障害者福祉作業所での個人貸出、高齢者施設での絵本
の読み聞かせなど、様々なサービスを行っている。そこに
は、「図書館の障害者サービスは、心身に障害のある人へ
のサービスではなく、図書館や資料を利用した時に、何ら
かの障害が生じた場合に、その障害をとり除くサービス」lxiv

という考え方がある。障害を取り除くためには、利用者の
意見に耳を傾けなければならない。その結果が以下の発見
につながる。

高齢者施設でも、障害者施設でも貸出は個人貸出
を基本としているので、リクエストがあればそれ
に応え、リクエストがない場合は、図書館員が利
用者の好みを思い浮かべながら資料を選んで持っ
ていくようにしている。時として意外に感じるリ
クエストをされることもあるが、それは以外でも
何でもなく、ただ単に受け取る側が、固定観念で
考えているだけのことだと気づかされるlxv。

4-2-3 提供にあたって図書館員が考えるべきこと
　まず考えなければならないのは、資料の提供方法である。
UD絵本は特定の利用者だけのものではない。それだけに、
提供にあたって、その利用者の要求に応じられる絵本はど
れかを探し出すことが難しいことが考えられる。
　オランダの図書館で行われている「やさしく読める本」
のラベルを貼ることは一つの目安となる。また、それぞれ
の対象者別のブックリストを作成しておけば、探す手がか
りとなる。本を所蔵しているだけでは利用者に届かないの
で、展示会や読み聞かせ、ブックトークなど本を紹介する
機会もつくる。イベントは、図書館員と利用者、利用者同
士の交流の機会にもなる。
　利用者のおかれている状況についての基本的な知識を持
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ちつつ、しかし固定観念にとらわれず、利用者の意思をく
み取る姿勢をもってサービスを提供する。これは図書館
サービス全般に通じることであるが、特に児童サービスで
意識的に取り組まれてきた。児童サービスの歴史は、大人
と異なる子どもという、それまでの図書館サービスや資料
の利用に何からの困難を感じる対象に対して、どうすれば
利用者に満足してもらえるかを考えてきた歴史である。児
童サービスから応用できることは多い。
　次に、UD絵本を増やす取組も必要である。基本となる
資料の数が少なければ、サービスの充実は難しい。
　市販の絵本の中に、UD絵本の要素をもつものがないか
を探すのが一つの方法である。すでに近畿情報視覚障害者
情報サービス研究協議会・LLブック特別研究グループでは、
スウェーデンのやさしく読める図書センターが示している
基準を参考に、一般図書の中から本の選定を行い、当事者
の評価も受けている。大阪市立中央図書館では、このリス
トをもとに「LLブックコーナー」を設置したlxvi。
　オランダやノルウェーの例に見られるように、図書館員
が絵本の制作者—ボランティア会や出版社・表現者などと
協力して、新しい絵本を生み出すことも考えられる。出
版・デザイン・図書館関係者、障害当事者・支援者などに
よって設立された、出版UD研究会lxviiはその可能性を持つ。
また、絵本表現の可能性の追求とUD絵本の考え方の融合
も新しい絵本を生み出す力となる。特別支援学校、学級と
の連携も重要である。障害のある子どもたちが読むことの
できる絵本の存在あるいは郵送などで貸し出している図書
館の存在が学校に十分に知られていないlxviii。子どもたち
の周囲にいる人々に働きかけることで、手渡すことができ
また新しい絵本をつくることができる。
　著作権への配慮も必要である。2009年の著作権法一
部改正により、公共図書館の障害者サービスにも大きな
進展があった。これまで、公共図書館で録音図書などを作
成する際には著作権者の許諾が必須であった。しかし、改
正後は、公共図書館で「視覚による表現の認識に障害のあ
る者」への提供を目的とした、録音図書やマルチメディア
デイジー、布の絵本、触図・触地図、ビクトグラムなどの
作成は著作権者の許諾無しに行うことができるよになった
lxix。ただし、法律に厳密に従うなら、著作権者の許諾なし
に作成された手作りのさわる絵本や布の絵本は、「視覚に
よる表現の認識に障害のある者」以外には提供できないた
め、障害のない子どもが一緒に利用することはできないこ
とになる。
　また、すでに市場で流通していて入手できる状態にある
場合は、著作権者の許諾無しにその形式では作成してはな
らないことも定められた。何が市販されているのか、市販
される予定であるのかについての情報の把握は、図書館員
の仕事であろう。

5．まとめ

　図書館サービスの基本は、一人一人が求めているものを
理解し、できるかぎり要求に応えるよう努力することであ
る。そのためには、利用者とのコミュニケーションがかか
せない。また、提供にあたっての工夫も必要となる。その
場合、諸外国での例あるいは日本国内で先進的な取り組み

を行っている図書館の例が参考になる。
　外国の図書館や出版界その他の関係者の取り組みについ
て、さらに調査を続けていきたい。

　なお、本研究は、昨年度本学で開催された「ユニバーサ
ルデザイン絵本コンクール2010」なしにはまとめられな
かった。この事業に関係したすべての方に、この場をかり
て感謝を捧げる。
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